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２学期開始 
 

 １ヶ月の夏季休業が終わり、先週から２学期が始まりました。高校最後の夏休みでしたが充実し

た日々を送れたでしょうか？学校で勉強したり、履歴書を書いたり、面接練習をしたりと多くの３

年生の姿をみました。その姿からはきっと充実した１ヶ月を過ごしていたのではないかと感じら

れました。ちなみに、私にとってこの１ヶ月は驚くほどあっという間に過ぎましたが、とても充実

したものになりました。 

始業式後に学年集会を行い、全体の前で話をしました。２学期は多くの生徒にとって進路を決め

る重要な学期になります。ぜひ３年生の皆さんは「初志貫徹」（初めに心に決めた志を最後まで貫

き通すこと）の精神で、諦めることなく最後まで挑んでください。前号でも書きましたが、本番で

ものをいうのは「習慣」です。当たり前のことを当たり前にして、当たり前の水準を高くすること

が求められます。いざとなったら何とかなるだろうという考え方は卒業し、いつでも本番に臨める

ように準備してください。また、常に時間的に余裕のある行動をとりましょう。慌てると力を発揮

できません。 

 ９月の中旬には、専門学校の入学試験と就職試験を皮切りに進路に向けた戦いが始まります。進

路は団体戦です。幸先の良いスタートを切って、次に控えている人たちに良い流れをつなげていき

ましょう。そして、すべての人が戦い終わるまで全員で流れを絶やすことなくつなげていきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

「いくつになっても挑戦して成長する」 

 新しいことに挑戦するとき、そこに飛び込む勇気と、最初の我慢が必要だと私は思っています。

そのため、労力を伴うことを避け、挑戦することに踏みとどまってしまいます。しかしながら、い

ざ挑戦して新しいことができるようになったり、新しい知識を手に入れたとき、何とも表現できな

いような喜びや達成感があります。そこには事の大小はあまり関係なく、成し遂げたことに対して

得ることができます。年齢を重ねると正直なところ新しいことに挑戦することに消極的になる気

がします。肉体や記憶力など確かに衰える部分は多くあるでしょう。しかし、人間は挑戦すること

で進化し続けると思います。いくつになっても新しいことを身に付けることは喜びが大きいです。

その喜びがまた次の挑戦への原動力になるのだと思います。 

 「勉強したくないから就職する」「専門学校の方が楽そうだ」など耳にすることがあります。そ

んなことはありません。大人になっても勉強（学ぶ）します。それは今より成長（進化）するため

だと思います。できることなら「楽」をしたい。しかし、「労」をともなった分だけその後返って

くるものは大きいです。決してバックのために頑張れというわけではありませんが、「労」を嫌が

らず、自身を磨き続けてほしいと思います。 


